
す ご く緊 張 した け ど、 ちゃ ん と発 表 で き ま した !

真光寺川 を清流にす る会
世話人 山 口 拓郎

11月 2 7日 「町田ごみフェス タ20 0 5」 が開催された。 当日は朝か ら抜けるよ うな
青空が拡がつていた。鶴三小の 4年 生が舞台の上で元気 よく 「ごみの減量」の研究成果を
発表 した。今年のフェスタは当初開催 さえ危がまれていた。例年 10月 初旬開催が恒例で
あつたが、たまたま 「ごみの有料化」開始 と時期的に重複 して しまったか らである。「折
角 13回 も継続 した行事を途切れ させた くない」市民の熱意が開催に漕 ぎ着ける原動力 と
なつた。時期 も大幅にずれた。それだけに発表を特別な感慨 を持って聞いた。
11月 大野先生か ら トー クを依頼 され る。
1 1月 3日 (文化の 日)の つだ丘上秋まつ り 4年 生、 3 4名 のクラスである。
野津 田公園のヤマナラシ広場は秋晴れの 日射 真 光寺川の学習に取 り組み、その成果をまと
しを楽しむ親子連れでにぎわった。 めることになつているらしい。それぞれテー

昨年から女性スタッフを中心に参画 している。マを持つている。質問が次々あ り予定時間を
真光寺川に自生する植物を使つての細工は子 大幅に超過 して しまつた。やは り、テーマを
ども達に好評である。 ジュズダマでブ レス レ 持つ と真剣 さが違 うなと感 じた。
ットを仕上げた顔は達成感に輝いていた。

1 1月 2 4日 (木)麻 生総合 高清掃作業
昨年 に引 き続 き清掃作業 を したい との連絡 を
受け る。 1年 生 の総合学習の一

秦 として選択
され た らしい。
桜井、 日中 さん に応援 をお願 い し待機す るぅ
年後 2時 、先生 に引率 され て女子生徒 1 1名

男子生徒 1名 が 下堰親水に到着す る。
上手 と下手 に分 かれて ごみ拾いにかか る。
始め こそ冷たい水に悲1島を挙げていたが、 1
時間余 りごみ捨 いに専念す る。回収 したごみ
は手分け して持 ち帰 つてくれた。 学校 まで 2
K  I I lはあろ う。 少 々気の毒 な気が した。
後 日、礼状 を兼 ねた感想文が送 られ てきた9
「川掃除は予想以上につ らく大変 な もので し

た。 し か し終わ ってきれい になった川 を見て
いる と晴れ晴れ と した気分 にな りま した」

家を8時 半にスター トする。小田急燦ガー ド 1 1月 2 7日 (日)ご み フェスタ2 0 0 5

最近落書きが消 されきれいになつている。そ 快 晴、先ずはほっとする。初冬のこの季節な
の手前の四阿近辺 もきれいに清掃 されている。によ りも天侯が懸念 された。
近所の方々がグループを作つて清掃作業をさ 7時 に岸先生が発表に使 う模造紙 。道具を届
れている らしい。嬉 Lノいこ とだ。 'すに来 られ る。 8時 に的本 さんの車で ソサイ
元真光寺駐在所裏、新 しく家が建てられて入 ク ルセンターヘ。鶴三小のブースはニョネ ッ
れない。遠回りする。最後は駆けたが約束の 卜町 日の隣 に並んで建てられている。
時間を 15分 も超過す る。松前 さんに迷惑を 机の移動、当日チラシの用意。 目が廻るよ う

11月 7日 〔月)鶴 三小 4年 児童か ら質問状
竹村はるか さんは真光寺川のことを学習 して
いるそ うだ。質問の レターが送 られてきた。
早速回答を書いて返送する。

11月 1 3日 (日)清 掃 日

朝方は曇っていたが次第に晴れて くる。
溺上小の萌香ちゃん とお友達、それに和光鶴
小の大野先生も参力『される。参力『者 14名 。
水は冷たかつたが、援かい 日射 しに助 けられ
る。矢崎橋の下に黒い大型のごみ袋 3個 。ご

み有料fとになりlBい袋 では捨てられな くな り
その腹立ち紛れに放 り込んだのだろ うか。
終わつていちょう会館で反省会G2時 解散。

11月 1 7日 (木)水 サンプル回収

おかけする占

1 1月 2 2日 (火)和 光鶴小 トーク

な忙 しさだ。 9時 半、バス停で待つ。児童 4
2名 が続々バスか ら降 りて来る。校長先生、
副校長先生 も同行。
午前の部、午後の部、それ とブーツの前、 3
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